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藤田 一樹

野村総合研究所

流通データイノベーション開発部

データサイエンティスト

Google Cloud Partner Top Engineer
2024年/2025年の2年連続受賞
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01. 会社紹介
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パラダイム洞察戦略立案、 IT実装までを展開
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コンサルから運用サービスまで一貫してご支援

2016年12月

パートナー契約

2023月7日

スペシャライゼーション認定
「アプリケーション開発  - サービス」

2020年11月

専門組織「 NGBU」設置

atlax for Google Cloud 提供開始

11月

スペシャライゼーション認定
「インフラストラクチャ  - サービス」

2024年3月

マネージドサービス

プロバイダ (MSP)認定
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NGBU : NRI Google Cloud Business Unit

● NRI グループ横断の専門組織。

Google Cloud を活用して顧客の  DX を支援

● グーグル・クラウド・ジャパン合同会社の

チームも参画

● 顧客への共同提案や

Google Cloud 技術者の拡大を推進

● 600 名超の技術者が

1,500 超の認定技術者資格を取得 （2025 年7月時点 ）

● Google Cloud Partner Top Engineer 12 名
                                                                （2025 年7月時点 ）
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02. 産業ソリューション向け
　   リージョナルデータを活用した
　   AIエージェントのご紹介
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基幹システム開発

複雑な業務要件の基幹

システムのマイグレー

ションをGoogle Cloudで

実現

AI需要予測・ AI発注

店舗や商品や販促などの

マスタデータ、販売実績、当

日の天気予報を活用し、高

精度な需要予測を実現

配送最適化 AI
全国数万箇所への最適な

配送スケジュールを

NRI独自の最適化エンジン

「Fiboat」で実現

Google Cloudでの開発システム

AlloyDBApigee BigQuery Cloud RunGKE Spanner Vertex AI Looker



Proprietary

011Google Cloud Next Tokyo

リージョナルデータ (位置情報データ )を
活用しデータ活用を高度化する

データ提供プラットフォーム

複数データを位置情報で名寄せ し、

町丁目などエリア情報に紐付け提供

Regional Data Platformとは
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複数のリージョナルデータを

BigQuery sharingでご提供

お客様の自社データと

NRI独自調査データを組合せ

AIエージェントを活用 した

新たなデータ活用が実現可能

Regional Data Platformの特徴
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複数のリージョナルデータを

BigQuery sharingでご提供

お客様の自社データと

NRI独自調査データを組合せ

AIエージェントを活用 した

新たなデータ活用が実現可能

Regional Data Platformの特徴
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複数のリージョナルデータを

BigQuery sharingでご提供

お客様の自社データと

NRI独自調査データを組合せ

AIエージェントを活用 した

新たなデータ活用が実現可能

Regional Data Platformの特徴
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①NRI独自 Market Translator
全国18万町丁目に国勢調査、独自アンケート、地理情報を統合したデータサービス
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②NRI独自 生活者１万人アンケート

日本全国を対象に、1997年から継続して生活者の意識・行動を多面的に調査
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複数のリージョナルデータを

BigQuery sharingでご提供

お客様の自社データと

NRI独自調査データを組合せ

AIエージェントを活用 した

新たなデータ活用が実現可能

Regional Data Platformの特徴
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Regional Data Platformの適用領域
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AIエージェントのアーキテクチャ
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RDPを最大限活用する 2つのAIエージェント

①RDPコンシェルジュ ②業界特化   専門家コンサルタント

Regional Data Platform(RDP)のデータや
活用事例に詳しい営業エージェント

Regional Data Platform(RDP)のデータを
熟知したコンサルタントエージェント

RDPで利用できるデータの内容や
データの活用方法を教えてくれる

スーパーの経営者 (小売業)として、
RDPデータの活用事例を RAG検索

立地情報から顧客ペルソナを作成
顧客に合わせたキャンペーンを提案

特定エリアの商業施設で行う
富裕層向けのキャンペーンを提案

小売業向け

不動産業向けRDPコンシェルジュ

RDPコンシェルジュ
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RDPを最大限活用する 2つのAIエージェント

①RDPコンシェルジュ ②業界特化   専門家コンサルタント

Regional Data Platform(RDP)のデータや
活用事例に詳しい営業エージェント

Regional Data Platform(RDP)のデータを
熟知したコンサルタントエージェント

RDPで利用できるデータの内容や
データの活用方法を教えてくれる

スーパーの経営者 (小売業)として、
RDPデータの活用事例を RAG検索

立地情報から顧客ペルソナを作成
顧客に合わせたキャンペーンを提案

特定エリアの商業施設で行う
裕福層向けのキャンペーンを提案

小売業向け

不動産業向けRDPコンシェルジュ

RDPコンシェルジュ
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1

2 RDPデータのスキーマ情報を

AIエージェントが理解し、

データ項目の内容を解説

どんなデータを利用できるか？

AIエージェントが

RDPのデータ概要を解説
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RDPを最大限活用する 2つのAIエージェント

①RDPコンシェルジュ ②業界特化   専門家コンサルタント

Regional Data Platform(RDP)のデータや
活用事例に詳しい営業エージェント

Regional Data Platform(RDP)のデータを
熟知したコンサルタントエージェント

RDPで利用できるデータの内容や
データの活用方法を教えてくれる

スーパーの経営者 (小売業)として、
RDPデータの活用事例を RAG検索

立地情報から顧客ペルソナを作成
顧客に合わせたキャンペーンを提案

特定エリアの商業施設で行う
富裕層向けのキャンペーンを提案

小売業向け

不動産業向けRDPコンシェルジュ

RDPコンシェルジュ
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1

3

2

RDPデータの活用方法を

過去事例からRAG検索

RDPデータの活用方法を提案

RDPデータを活用した

マーケティング戦略を提案

お客様に合わせて

RDPデータの活用方法を提案



Proprietary

025Google Cloud Next Tokyo

RDPを最大限活用する 2つのAIエージェント

①RDPコンシェルジュ ②業界特化   専門家コンサルタント

Regional Data Platform(RDP)のデータや
活用事例に詳しい営業エージェント

Regional Data Platform(RDP)のデータを
熟知したコンサルタントエージェント

RDPで利用できるデータの内容や
データの活用方法を教えてくれる

スーパーの経営者 (小売業)として、
RDPデータの活用事例を RAG検索

立地情報から顧客ペルソナを作成
顧客に合わせたキャンペーンを提案

特定エリアの商業施設で行う
富裕層向けのキャンペーンを提案

小売業向け

不動産業向けRDPコンシェルジュ

RDPコンシェルジュ
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店舗限定キャンペーンの立案

RDPデータから店舗立地に

合わせたペルソナ像を作成

顧客属性や消費価値観に

合わせたキャンペーン立案

1

2

3

店舗マスタから緯度経度を取得

分析エリアの顧客属性を分析

4 機械学習などAI技術と連動し、

キャンペーン効果予測

将来構想
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店舗限定キャンペーンの立案

RDPデータから店舗立地に

合わせたペルソナ像を作成

顧客属性や消費価値観に

合わせたキャンペーン立案

1

2

3

店舗マスタから緯度経度を取得

分析エリアの顧客属性を分析

4 機械学習などAI技術と連動し、

キャンペーン効果予測

将来構想
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RDPを最大限活用する 2つのAIエージェント

①RDPコンシェルジュ ②業界特化   専門家コンサルタント

Regional Data Platform(RDP)のデータや
活用事例に詳しい営業エージェント

Regional Data Platform(RDP)のデータを
熟知したコンサルタントエージェント

RDPで利用できるデータの内容や
データの活用方法を教えてくれる

スーパーの経営者 (小売業)として、
RDPデータの活用事例を RAG検索

立地情報から顧客ペルソナを作成
顧客に合わせたキャンペーンを提案

特定エリアの商業施設で行う
富裕層向けのキャンペーンを提案

小売業向け

不動産業向けRDPコンシェルジュ

RDPコンシェルジュ
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富裕層向けキャンペーン提案

丸の内エリアへの来訪者を

動態データと組み合わせて分析

消費者1万人アンケートの結果から

富裕層の消費者価値観を明らかに

裕福層の消費者価値観をもとに

キャンペーン仮説の有効性を検証

1

2

3
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AIエージェント適用の勘どころ

AIエージェントの可能性を最大限に発揮するためには、

業務への深い理解を通じた最適な AIエージェント構成が重要

業務への深い理解と

AI領域の専門性

AI活用前提の業務や

データ・システムへ

AIエージェント時代の新

たな統合管理

1

2

3

人間が使うことを前提とした業務・データ・システムから

人間とAIエージェントが共存 する業務・データ・システムに

「データサイロ化」の次は「AIエージェントのサイロ化」

企業内で全社共通の AIエージェント統合基盤が統合管理
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①業務への深い理解と AI領域の専門性

AIエージェントの可能性を最大限に発揮するためには、

業務システム開発のノウハウ をAIエージェント構成に適用し

業務への深い理解を通じた最適な AIエージェント構成が重要

・AIエージェントだけでなく

　基幹システムとのシームレスな連動

・AIエージェントの作成だけでなく、

　AIOpsを通じたAIエージェンの運用

・エージェントやモデルを適切に選択 し　低

価格で高性能エージェントを構築

お客様業務への深い理解 最適なAIエージェント構築

・コンサルタントによる

　お客様業務への深い分析

・長年の業務システム開発の

　ノウハウを活かした業務理解

・業務フローに合わせた

　最適なマルチエージェント構成
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②AI活用前提の業務やシステムの構築

人間が使うことを前提 として設計された業務・データ・システムから

人間とAIエージェントが共存 して利用する業務・データ・システムに変化

業務システム全体を AIオリエンテッドな設計やデータ構造に徐々に変革

人間が使うことを前提 人間とAIエージェントが共存

ベテラン従業員の頭の中に
業務知識が偏在化

業務背景や企業内の習慣など
コンテクストを理解した設計

業務知識、業務の流れを
RAGやプロンプトに注入

AIがコンテクストを理解できる
データスキーマを整備
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③AIエージェント時代の統合管理

データサイロ化の次は AIエージェントのサイロ化が課題 に

AI活用のガバナンスから、各部門で構築されるAIエージェントを

全社共通のAIエージェント統合基盤 (Agent Hub)で統合管理をサポート

データサイロ化 AIエージェントを統合管理

営業部データ

人事部データ

経営企画データ

営業部
AIエージェント

人事部
AIエージェント

経営企画部
AIエージェント

Agent Hub
Google

Agentspace
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03. 金融向け
　   プラットフォームサービスと
　   AIエージェントのご紹介
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廣瀬　竜馬
野村総合研究所

証券基盤サービス二部

エキスパートアーキテクト

Google Cloud Partner Top Engineer
2025年受賞
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DX に取組んでいる企業の回答割合は「金融業・保険業」が97.2％

　※(出所)IPA 独立行政法人情報処理推進機構　DX動向2024（本文）

　https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/eid2eo0000002cs5-att/dx-trend-2024.pdf

金融サービスのデジタル投資が加速

DX化がますます競争力の源泉になる時代

国内の銀行のデジタル技術への投資が過去最高となり、合計額1兆円を超える
　※(出所)日本経済新聞　電子版2025/6/24付「銀行デジタル投資が最高額　今年度11%増、初の1兆円超」

　　https://www.nikkei.com/article/DGKKZO89557570T20C25A6EE9000/
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● サイバー攻撃の55%が金銭目的

一方、金融サービスはサイバー攻撃の対象に

※(出所)Mandiant M-Trends 2025 Report

● ターゲットは金融サービスがTOP(17.4%)
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金融サービスでビジネス目標を達成するには、、

DXによるビジネス変革の ”スピード”
と

”安全・安心 ”なサービス稼働
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金融DXプラットフォームサービス

Ⅰ.　”DXの攻め”を実現するプラットフォーム  

Ⅱ.　”金融の守り”としての安全・安心なセキュリティ設計  

プラットフォーム

➢ DXに必要な機能を具備 
➢ マルチテナント構成 

セキュリティビルトイン セキュリティAI-Agent

➢ 金融グレードの 
各種ガイドラインなどに対応済み 

➢ サイバーセキュリティリスクに 
対して、AIにより強化 

金融サービスのビジネスを加速させるためのGoogle Cloud環境を 
「オールインワンサービス」として提供 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金融サービスでビジネス目標を達成するには、、

DXによるビジネス変革の ”スピード”
と

”安全・安心 ”なサービス稼働
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Ⅰ. ”DXの攻め”としてのプラットフォーム
DXに適した
プラットフォーム設計

Cloud 
Armor

Cloud 
Memorystore

Cloud 
Load
Balancing

Cloud
SQL

Cloud Service Mesh (Multi-Cluster)

Google
Kubernetes 

Engine

DMZ Trust

N

NameSpace：ServiceA

AutoScale

N

NameSpace：ServiceC

AutoScale

N

NameSpace：ServiceB

AutoScale

N

NameSpace：ServiceD

AutoScale

BigQuery

Cloud
Storage

Security 
Command Center

Cloud Resource 
Manager

VPC
Service Control

・構成
　－GKE マルチクラスタ
　－Cloud Service Mesh

・マイクロサービスアーキテクチャ
　－スケーラビリティ

・オートスケール
　－高スループット

・セキュリティ実装
　－防御層、暗号化

・デプロイ自動化
　－統制に基づいたリリース

Google
Kubernetes 

Engine
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Ⅰ. ”DXの攻め”としてのプラットフォーム

マルチテナント構成
Organization abc.com

Folder

Security 
Command 

Center

Organization
Policy

事業A

Project

Dev Prod

事業B

Dev Prod

Project Project

事業A担当

Project

分離

共通機能

事業B担当

IAM

・共通機能
　－セキュリティガードレール
　－多層防御

・分離機能
　－事業特性
　（ビジネス面）
　－システム特性
　（セキュリティ・性能）



Proprietary

043Google Cloud Next Tokyo

DX検討

システム化計画

プラットフォーム導入
・金融グレード品質

　－セキュリティ

　－マイクロサービス

　－マルチテナント

アプリケーション稼働

・高スループット

・可観測性

・高可用性

リリース

・継続的なリリース

・継続的な Upgrade
（GKE Upgrade等)

金融グレード品質が担保されたプラットフォームの適用により、

お客様のDXビジネス展開をサポート

Ⅰ. ”DXの攻め”としてのプラットフォーム

プラット
フォーム

abc.com
Org

事業フォルダ

開発PRJ 本番PRJ

Google
Kubernetes Engine

N

NameSpace：ServiceC

AutoScale
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金融サービスでビジネス目標を達成するには、、

DXによるビジネス変革の ”スピード”
と

”安全・安心 ”なサービス稼働
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”従来”からのセキュリティ運用

継続的な維持・改善

セキュリティリスクへの対応 コンプライアンスへの対応

インシデントへの対応

  

何から守るのか？
　－ウイルス・ランサムウェア感染
　－情報漏洩
　－サービス停止

何に従うのか？
　－法令
　－規制・規程

どう対処するのか？
　－発見・報告
　－初動対応
　－復旧・防止

何を管理、更新するのか？
　－技術・サービスの進化
　－進化する攻撃パターンへの対応
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Ⅱ. 従来からの  セキュリティ運用

認証

多層
防御

予兆
検知

検出

監視

評価

追随

セキュリティ
推奨事項

疑わしいアクティビティを特定 

※https://cloud.google.com/blog/ja/topics/threat-intelligence/m-trends-2025のM-trends Reportより

健全な基本を重視する階層化

FIDO2に準拠した多要素認証 

脅威ハンティングの演習 

脆弱性、設定ミスを定期評価 

厳格なアクセス制御 

戦略、ポリシーのUpdate 

業界標準・ガイドライン  
 
・FISC 
・CID Benchmarks 
・PCIDSS 
etc 
 
 
社内規程・ガイドライン  
 
・セキュリティチェックリスト 
・クラウド利用ガイドライン 
・インターネット公開ガイドライン 

Security 
Command 

Center

Cloud Resource
Manager

推奨事項・方針 ルール (明文)化 セキュリティ実装   

Cloud
Armor

etc..

https://cloud.google.com/blog/ja/topics/threat-intelligence/m-trends-2025
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Ⅱ. 従来からの  セキュリティ運用

従来型のセキュリティ運用は、

「明文化済みルール」の存在 →「機能実装」の流れ

「クラウド利用者は、ユーザ
アカウントに
多要素認証を設定しなけ
ればならない。」

「すべてのGoogleアカウント
に対して「2段階認証」を有効にす
る。」

● 実装

→Google Workspace
→Cloud Identity

● 統制/検出
→Security Command Center
「MFA_NOT_ENFORCED 」
「ENFORCE_STRONG_AUTHENTICATION」
「2SV_DISABLE」

推奨事項・方針 ルール (明文)化 セキュリティ実装   
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“従来型の”セキュリティビルトイン

金融グレードのベースラインセキュリティは、
形式知として ”明文化されたルール・ガイドライン ”がある

これらは、プラットフォームとして標準具備しておくべき

”セキュリティビルトイン ”での【事前防御】

➡金融DXプラットフォームサービスでは、

各サービスでセキュリティ設計を実装済み
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金融サービスでの AI Agent適用は?

金融サービスでは、サイバー攻撃が多様化・高度化

より確実に、よりスピーディに対処するために

AI-Agentを適用したセキュリティ高度化にも取り組み。
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時間的な価値提供

継続的に学習する力

大量データへの対応

包括的な解決力

AI-Agentが提供する価値

AI-Agent

推論

自律

Ⅱ. セキュリティ運用～ AI-Powered SecOps～

➢ 事前学習済み

➢ ファインチューニング

➢ マルチデータソース

➢ 教師データ/学習データ

の更新

➢ 高速処理

➢ 並列処理

➢ 24/365
➢ 反復対応

認知
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セキュリティインシデントは、、、

➢ 発生時間が不定

➢ 被疑部位が不定

➢ 情報が散乱

攻撃の特徴

➢ 進化する攻撃パターン

※(出所)M-trends Reportより

https://cloud.google.com/blog/ja/topics/threat-intelligence/m-trends-2025

発生の特徴

➢ Exploit(脆弱性)：33%でトップ
※2位は、認証情報の盗難(16%)

➢ 滞在時間※侵入～検知まで：中央値11日
※外部通知：26日間、攻撃者通知：5日間

　内部検知：10日間

Ⅱ. セキュリティ運用～ AI-Powered SecOps～

https://cloud.google.com/blog/ja/topics/threat-intelligence/m-trends-2025
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AI-Agentは、セキュリティ運用の意思決定をサポート

➡攻撃者の滞在時間を短縮し、攻撃成功を防ぐ

➢ 発生時間が不定

➢ 被疑部位が不定

➢ 情報が散乱

➢ 進化する攻撃パターン

インシデント発生の特徴

時間的な価値提供
－エンジニアの労働集約から脱却

包括的な解決力
－抜け漏れ無し、優先順位づけ

大量データへの対処
－抜け漏れ無し

継続的に学習する力
－知識の属人化への対応

AI-Agent

Ⅱ. セキュリティ運用～ AI-Powered SecOps～
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Google Security Operations 

Ⅱ. セキュリティ運用～ AI-Powered SecOps～

アラート トリアージ エージェント

マルウェア分析エージェント

2025年
2Q Preview

※(出所)：セキュリティ運用におけるエージェント AI の新時代 | Google Cloud 公式ブログ

セキュリティ特化 AIモデル

汎用的なGeminiモデルと

セキュリティ用にファインチューニング

AI-AgentによるSecOps
SecOpsのタスクをAI-Agentが自律的にタスク対応

SecLM
・セキュリティ特化 LLM
・汎用的な Gminiモデル

Google独自
脅威情報

サードパーティ
脅威情報

サービスとして
提供

モデル
提供

AI-Agent

https://cloud.google.com/blog/ja/products/identity-security/the-dawn-of-agentic-ai-in-security-operations-at-rsac-2025
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AIエージェント適用の勘どころ

事前学習＋ファインチューニング済みの

セキュリティ特化 Built-In型AIエージェント の利用が最適

セキュリティ特化

AI-Agent

金融グレードの

セキュリティ運用
1

2

従来型のBuilt-In型セキュリティ運用 によるベースライン確保

AI-Agentでのセキュリティ運用 による更なる強化



055Proprietary & ConfidentialGoogle Cloud Next ‘24

金融DXプラットフォームでは
お客様のビジネス目標を達成のために

DXによるビジネス変革の ”スピード”
➡金融グレードのプラットフォーム提供

と

”安全・安心 ”なサービス稼働

➡セキュリティビルトインクラウド

”従来型”＋”AI-Agent”
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NRIデジタルトラスト

IT基盤構築とセキュリティ運⽤がビ
ルトインされたクラウド環境

開発⽣産性を維持しつつ、
セキュアなコード品質を確保

24時間365⽇でイベントやログを分
析。継続的な検知と対応

DX推進におけるトータルなセキュリティ対策

NRIデジタルトラスト

NRIマルチクラウド

Oracle Cloud AWS Azure

セキュリティビルトインクラウド

セキュア開発プラットフォーム

サイバーフュージョンセンター

デ
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04. セッションのまとめ



データ活用
プラットフォームサービス

リージョナルデータを活用し

マーケティング業務を強化

AIエージェントを利用し

誰でもデータ活用を高度化

AI活用の効果を最大化を

NRIでトータルサポート

金融DX
プラットフォームサービス

本日お話ししたこと

金融グレードの

プラットフォーム適用

各種ガイドラインに準拠した

セキュリティ運用

セキュリティ特化 AI-Agentで
レジリエンス強化
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展示会場のブースにも是非お越しください

NRIブース：P13

Thank you
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Ask the Speaker にぜひお越しください
セッションに関する質問にスピーカーが直接お答えします！

※後日、Ask the Speaker の会場案内図を事務局が追加します



ご清聴ありがとうございました。
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